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　薬学部キャンパスでこんな端正な顔立ちをした男
子がいたら、目を奪われるに違いない。しかしそれ
以上に驚くのが多彩な横顔だ。認定薬剤師、カラー
セラピストトレーナー、英検２級、ＴＯＥＩＣ830
点、ＴＯＥＦＬ60点、国連英検Ｂ級、書道５段、
珠算・暗算２級、数学検定２級、普通自動車運転免
許、色彩検定２級、仏検４級…。プロフィールには
資格がズラリ。そしてＩＱ148以上を持つ集団「Ｊ
ＡＰＡＮ　ＭＥＮＳＡ」会員と“多才” “天才”という
言葉がよく似合う。好きな科目は算数、人から教え
られるよりも、独学で勉強するタイプだ。
　岩永徹也さん。今年で31歳を迎えた薬剤師。興
味を持った分野には、まずやってみるというチャレ
ンジ精神を貫く。幼少の頃からブレずに、真っ直ぐ
に、そしてゆっくりと太く育ててきた。「ドラマの
台詞の一つをとっても、言った内容より、誰が言っ
たかが表現者として重要だと思っている。周囲の人
たちに言葉を突き刺せるような自分でなければなら
ない」。周囲からのイメージを大切にしながら、常
に新しい自分を創り上げてきた。

　薬学部に入ろうと思ったの
も、誰もが口にする「医療に対

する貢献」ではなく、薬への学問的興味が入り口だ
った。「薬を飲むだけで病気が治ることが、単純に
凄いと思った、薬が魔法のように感じた」。薬がど
うやって効いているのか。それを確かめたい。そん
な探究心だった。
　大学時代は薬学部としての勉強だけではなく、

独学で英語を勉強し、長期休暇には米国や欧州、台
湾、ニュージーランドを回る日々。３年時には、
ニュージーランドでの薬剤師研修を経験。「chemist
と呼ばれる町の薬局では患者さんが自分で薬を選ん
で購入していた」と日本と海外の医療の違いを肌で
感じた。
　地元九州を離れて慶大大学院に進んだのは、脳の

　薬剤師免許を持ち、モデル業や俳優業でも活躍する
レプロエンタテインメント所属の岩永徹也さん。福岡
大学薬学部、慶應義塾大学大学院薬学研究科へと進ん
だにもかかわらず、目指したのは芸能界という華やか
な世界だ。スターの登竜門とも言われる仮面ライダー
シリーズでドラマデビュー。昨年10月からテレビ朝
日で放映された特撮ドラマ「仮面ライダーエグゼイド」
で檀黎斗（だんくろと）／仮面ライダーゲンム役をつ
かみ、来年春にリリースされるＶシネマ『仮面ライダ
ーエグゼイド　トリロジー　アナザー・エンディン
グ』では主役を演じる。また、最近ではクイズバラエ
ティーでのＩＱの高さが話題になり活躍するなどマル
チ人材だ。薬剤師を仮面ライダーに変身させたのは、
「解明されていない謎を解き明かしていくのが好き」
という岩永さんの飽くなき挑戦心なのかもしれない。
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芸能界で活躍

岩永 徹也さん

薬は魔法…探究心が原点
興味持った分野はまず挑戦
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